
校名

准校長名

日時

会場

次回の会議日程

令和 ４年 １１月（日程は調整中）

大阪府立寝屋川高等学校　小会議室　

出席者(学校）

藤原　大（准校長）、沼田　慎也（事務局長・教頭）、住友　敏弘（事務長）
大江　理（首席・フォローアップコーディネーター・人権・道徳教育推進委員長）
伊達　康人（教務主任）、河本　拓也（生徒指導主事・いじめ防止対策委員長）
和辻　敬（進路指導主事） 、喜熨斗　拓也（初任者・情報）、牧野　和磨（初任者・数学）

傍聴者 なし

議題等(次第順）
会長・副会長選出（学校運協議会実施要項に基づき）
　・令和４年度　学校経営計画及び学校評価　について
　・令和４年度　分掌チャレンジについて
　・各学年の様子
　・新型コロナウイルスの状況と対応
　・令和５年度使用教科書選定

・様々な課題があるとは思うが、1人1台端末の活用について進めていただきたい。
・コグトレ（認知機能向上トレーニング）の生徒それぞれの結果を1人1台端末等でフィードバックさせて生徒に還元してはどうか。
・ICTだけでなく紙媒体をもとに学習するということも大切にしてもらいたい。
・スマホ等端末について、生徒に正しい便利な使い方を教えることで誤った使い方を防ぐことができるのでは。
・ボランティア清掃は素晴らしい取り組みであり是非続けていただきたい。清掃活動だけにとどまらずほかの奉仕活動も考えてみ
ては。
・小・中学校と不登校だった生徒が登校できていることは素晴らしいし、行事や友人との関わりを経験し成長しているのがわか
る。
・今年3年制で卒業する生徒はコロナ禍で入学して卒業することになるので、なるべく思い出に残るような活動をさせてあげてほし
い。
・クラブ活動をもっと活発にして、特色づくりとしてみてはどうか。
・不登校経験のある生徒、学び直しを望む生徒、日本語の支援が必要な生徒、障がいのある生徒、高齢の方で、いろいろな事情
で高校に進学できなかった生徒など、さまざまな生徒が在籍し、登校することをベースに人と関わり、社会につながる学校として
地域での存在意義は高い。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料

資料①　大阪府立寝屋川高等学校　定時制の課程　学校運営協議会　実施要項
資料②　令和４年度　学校経営計画及び学校評価
資料③　令和４年度　分掌チャレンジ
資料④　令和３年度　進路状況
資料⑤　新型コロナウイルス対応
資料⑥　令和５年度使用教科書選定
資料⑦　「別紙様式」及び「保護者からの意見の流れ」

備考

本校　セミナーハウス3階　北研修室

出席者(委員）

開催場所

真野　正道委員、林　浩子委員、松下　孝雄委員、巽　順子委員、髙﨑　美和委員

坂東　さとみ委員

令和4年度　第1回　学校運営協議会　議事録

府立　寝屋川高等学校　定時制の課程

藤原　大

開催日時 令和　４年　７月　８日（金）　


